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銀河の形成期には水素を電離する極紫外線が背景放射として宇宙に満ちていたと考えられ
ている。この研究ではこの極紫外線が形成期の銀河中での星形成を抑制する働きにについ
て、輻射流体シミュレーションを行うことによって明らかにすることを目的とする研究で
ある。この研究では特に円盤銀河中での星形成に注目する。　
形成期の円盤銀河中の星形成と極紫外線背景輻射場の関係はSusa & Umemura(2000ab)、

Schaye(2004)などで簡単化されたモデルで理論・観測両面から議論されている。これらの
研究では極紫外線に対する円盤の自己遮蔽効果が決定的に重要であり、結果として円盤の
柱密度に活発な星形成を起こすための臨界の柱密度が存在することが示された。しかしな
がらこれらの計算は非常に単純化された低次元の計算モデルに過ぎず、実際に自己遮蔽が
星形成に重要な役割を果たしているかどうかは多次元の輻射流体計算をしてみなければ確
証を得られない。この研究はまさにこの点に注目し、銀河円盤中のガスの自己遮蔽を境と
して、活発にガスが分裂して星形成を起こす状態と、あまり分裂を起こさず星形成活動が
ゆっくりとしか進まない状態の間を相転移することを数値計算によって示そうとするもの
である。またこの研究によって極紫外線背景輻射場が星形成活動にとって重要であること
が明らかとなれば、銀河の所謂ダウンサイジング（小さい銀河ほどゆっくりと星形成が進
み、大きな銀河ほど早い段階で星形成がほぼ完了する）に対する理想的な理論的回答を与
える可能性があることも重要な点である。
これまでのこの研究で、限られたパラメータ空間ではあるが、実際に紫外線に対する円
盤の自己遮蔽によって重力不安定が抑制され、紫外線が当たると円盤が分裂しなくなるこ
とを世界で初めて示すことができた (Susa 2008)。しかし Susa 2008ではダークハローのポ
テンシャルを固定し、ガスの組成は原始組成でダストの吸収を無視していた。より現実的
な銀河形成を考えるならば、これらの問題を考慮する必要がある。この問題を調べるため
には多次元輻射流体計算コードが必要である。計算にはこれまで開発してきたRSPH(Susa
2006)というコードを用いる。このコードは初代天体の形成を調べるために開発されたの
で、上記のいくつかの問題点を解決するには、
１）ダストによる減光・およびそれによる加熱率・電離率の減少、
２）重元素による冷却
３）宇宙論的な潮汐力場を計算するためのＰＭコード
を加える必要がある。半年間の研究期間で、開発から計算実行まで行う予定であったが、
これまでのところ、１）に関してはほぼ実装が完了した。２）に関しては限られた条件で
実装が完了している。３）に関してはまだ途上であり、プロダクトランを行うには至って
いない。まだ計算実行までに時間がかかることもあり、開発は手持ちのクラスタで行うこ
とにし、2009年度前期の継続した申請は見送った。プロダクトランができるようになった
段階で、できれば後期または次年度に本研究計画の続き申請することを計画している。


